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は
じ
め
に

大
正
期
・
昭
和
初
期
に
四
度
も
来
日
し
、
数
多
く
の
日
本
の
文
化

人
と
交
流
を
持
っ
た
チ
ェ
コ
の
女
性
旅
行
家
、
小
説
家
、
翻
訳
家
で

も
あ
る
バ
ル
ボ
ラ
・
マ
ル
ケ
ー
タ
・
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー

（Barbora M
arkéta Eliášová, 

一
八
七
四
（
？
）
～
一
九
五
七（
１
）
）

の
活
躍
お
よ
び
そ
の
功
績
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
筆
者
が
知
る

か
ぎ
り
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
紹
介
さ
れ
て
い
な
い（

２
）。
一

方
、
現
在
の
チ
ェ
コ
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
、
南
ア
フ
リ

カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
を
歴
遊
し
た
女
性
旅
行
家
と
し
て
そ
の

名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
知
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
決
し

て
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ

ヴ
ァ
ー
の
遍
歴
を
簡
略
に
紹
介
し
た
幾
つ
か
の
エ
ッ
セ
ー
や
小
論
文

の
ほ
か
に
、
本
格
的
な
研
究
、
と
く
に
日
本
に
お
け
る
彼
女
の
活
躍

に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
皆
無
に
等
し
い
。

で
は
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
り
、

ど
う
し
て
私
た
ち
は
そ
の
活
躍
に
注
目
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

記
す
ま
で
も
な
い
が
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
日
本
を
訪
れ
た

最
初
の
女
性
旅
行
家
で
は
な
い
。
一
例
を
ひ
く
と
、
世
界
一
周
旅
行

を
敢
行
し
、
帰
国
後
に
旅
行
記
『「
サ
ン
ビ
ー
ム
号
」
で
の
旅
』 A 

Voyage in the Sunbeam

（London: Longm
ans, Green, and co., 

1878

）を
刊
行
し
注
目
を
集
め
た
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
旅
行
家
ア
ニ
ー
・

ブ
ラ
ッ
シ
ー
（A

nnie Brassey, 

一
八
三
九
～
一
八
八
七
）
は
、

エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
よ
り
三
五
年
も
早
く
、
一
八
七
六
年
に
日
本

を
訪
れ
て
い
る
。（
の
ち
に
詳
し
く
触
れ
る
が
、
刊
行
後
た
ち
ま
ち

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
矢
継
ぎ
早
に
複
数
の
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ

　
　

研
究
ノ
ー
ト

Ｂ
・
Ｍ
・
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
と
大
正
期
・
昭
和
初
期
の
日
本
（
一
）

― 
新
研
究
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出
発
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お
よ
び
そ
の
展
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―
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・
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た
ブ
ラ
ッ
シ
ー
の
旅
行
記
を
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
が
来
日
前
に
読

み
、
感
化
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。）

エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
、
日
本
を
最
初
に
訪
れ
た
チ
ェ
コ
の
旅

行
家
で
も
な
い
。
こ
こ
で
紙
面
を
割
い
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
近
年
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
旅
行
家
ヨ
ゼ
フ
・
コ
ジ
ェ

ン
ス
キ
ー
（Josef K

ořenský, 

一
八
四
七
～
一
九
三
八
）
は
、

一
八
九
三
年
に
日
本
を
訪
れ
、
帰
国
後
に
『
世
界
一
周
の
旅
』

C
esta kolem

 světa 

（Praha: J. O
tto, 1896-1902

）
と
い
う
旅
行
記

を
刊
行
し
た（

３
）。

ま
た
、
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
の
甥
に
あ
た
り
、
二
〇
世

紀
前
半
の
チ
ェ
コ
で
人
気
を
集
め
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
文
学
の
代
表
的

作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
ジ
ョ
エ
・
フ
ロ
ウ
ハ
（Joe H

loucha, 

一
八
八
一
～
一
九
五
七
）
も
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
よ
り
早
く
、

一
九
〇
六
年
に
来
日
し
て
い
る（

４
）。

数
多
く
の
旅
行
家
た
ち
が
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
よ
り
早
く
日
本

を
訪
れ
、
帰
国
後
に
旅
行
記
そ
の
他
の
著
書
を
も
っ
て
日
本
文
化
を

盛
ん
に
紹
介
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
エ
リ

ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
と
他
の
旅
行
家
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
点
で
異
な
る

の
だ
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
旅
行
家
と
し
て
の
エ
リ
ア
ー
シ
ョ

ヴ
ァ
ー
の
特
色
は
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

①　

滞
在
期
間　

ま
ず
第
一
に
、
滞
在
期
間
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
の

旅
行
家
た
ち
と
異
な
り
、エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
四
度
も
来
日
し
、

そ
の
都
度
比
較
的
長
い
期
間
、
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
。
最
初
に
来

日
し
た
時
は
お
よ
そ
一
年
（
一
九
一
二
～
一
九
一
三
）、
二
度
目
は

お
よ
そ
一
年
半
（
一
九
二
〇
～
一
九
二
一
）、
三
度
目
（
一
九
二
三
）

と
四
度
目
（
一
九
二
九
）
は
数
か
月
日
本
で
過
ご
し
て
い
る
。
合
計

で
三
年
以
上
も
日
本
に
滞
在
し
た
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
、
日
本

文
化
や
日
本
人
の
生
活
を
詳
し
く
知
る
機
会
を
持
っ
た
ば
か
り
で
は

な
く
、
様
々
な
友
好
関
係
を
築
く
こ
と
も
で
き
た
。

②　

日
本
語
能
力　

ア
ニ
ー
・
ブ
ラ
ッ
シ
ー
を
は
じ
め
、
日
本
を
訪

れ
る
旅
行
家
た
ち
の
多
く
は
、
滞
在
期
間
が
短
か
っ
た
た
め
日
本
語

を
覚
え
る
時
間
が
な
く
、
始
終
日
本
語
と
英
語
（
若
し
く
は
そ
の
他

の
西
洋
語
）
の
で
き
る
案
内
人
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
。
一
方
、
比

較
的
長
い
期
間
を
日
本
で
過
ご
し
た
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
、
日

常
会
話
で
不
自
由
が
な
い
程
度
に
は
日
本
語
を
習
得
し
て
お
り
、
読

み
書
き
も
あ
る
程
度
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

③　

経
済
状
況　

イ
ギ
リ
ス
の
国
会
議
員
を
夫
に
持
つ
ア
ニ
ー
・
ブ

ラ
ッ
シ
ー
は
高
級
ヨ
ッ
ト
で
世
界
一
周
旅
行
を
行
い
、
各
地
で
制
約

を
受
け
る
こ
と
な
く
自
由
に
行
動
が
で
き
る
ほ
ど
の
経
済
的
な
余
裕

が
あ
っ
た
。
一
方
、
孤
児
と
し
て
育
ち
、
女
学
校
の
英
語
教
師
を
つ

と
め
て
い
た
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
、
初
め
て
日
本
を
訪
れ
る
際

に
は
、
貯
金
と
友
人
ら
が
集
め
て
く
れ
た
餞
別
を
唯
一
の
資
金
と
し

て
旅
の
途
に
就
い
た
。
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
に
は
決
し
て
経
済
的

な
余
裕
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

④　

日
本
で
の
求
職　

来
日
前
の
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の
経
済
状
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況
は
、
来
日
後
の
彼
女
の
活
動
内
容
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

と
い
え
る
。
ア
ニ
ー
・
ブ
ラ
ッ
シ
ー
を
は
じ
め
、
一
九
世
紀
後
半
と

二
〇
世
紀
の
初
め
に
訪
日
し
た
旅
行
家
た
ち
の
多
く
は
、
名
所
旧
跡

を
見
学
し
な
が
ら
日
本
文
化
に
親
し
ん
だ
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
ツ
ー

リ
ス
ト
と
し
て
日
本
を
眺
め
た
わ
け
だ
が
、
日
本
で
職
に
就
く
こ
と

は
ま
ず
な
か
っ
た
。
一
方
、
初
め
て
日
本
を
訪
れ
た
エ
リ
ア
ー
シ
ョ

ヴ
ァ
ー
は
、
来
日
し
て
早
々
収
入
源
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

お
か
れ
、知
人
の
紹
介
で
英
語
の
講
師
を
つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
一
九
二
〇
年
、
二
度
目
に
来
日
し
た
際
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ

ヴ
ァ
ー
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
公
使
館
の
書
記
官
を
つ
と
め
て
い

る
。

⑤　

日
本
の
文
化
人
と
の
交
流　

当
然
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

状
況
に
お
か
れ
た
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の
日
本
体
験
と
、
他
の
旅

行
家
た
ち
の
日
本
体
験
と
は
ず
い
ぶ
ん
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
。
日

本
を
旅
し
た
旅
行
家
た
ち
は
た
い
て
い
異
文
化
と
い
う
壁
を
超
え
る

こ
と
が
で
き
ず
、あ
く
ま
で
も
日
本
を
〈
外
〉
か
ら
眺
め
て
い
た
が
、

日
本
で
生
活
し
た
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
日
本
の
文
化
に
〈
内
〉

か
ら
触
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
と
言
え
よ
う
。あ
る
い
は
、エ
リ
ア
ー

シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の
こ
と
を
〈
旅
行
家
〉
で
は
な
く
、
寧
ろ
〈
滞
在
者
〉

も
し
く
は
〈
生
活
者
〉
と
考
え
た
ほ
う
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
そ

し
て
何
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
独
特
な
状
況
に
お
か
れ
た
エ
リ
ア
ー

シ
ョ
ヴ
ァ
ー
が
、
同
時
代
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
た
日
本
の

文
化
人
と
親
密
な
交
流
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。前

述
し
た
通
り
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の
活
躍
の
内
容
は
現
在

ほ
と
ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
遺
憾
に
思
う

筆
者
は
、
今
後
本
誌
の
紙
上
で
様
々
な
資
料
を
紹
介
・
解
説
し
な
が

ら
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の
人
物
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い（

５
）と

考

え
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
際
に
は
、
概
ね
次
の
二
点
に
注
目
し
た
い
。

①　

日
本
に
お
け
る
活
躍　

大
正
・
昭
和
初
期
に
四
度
訪
日
し
た
エ

リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
、
日
本
の
女
性
教
育
家
（
主
に
日
本
女
子
大

学
校
の
卒
業
生
お
よ
び
教
員
た
ち
）、
音
楽
家
お
よ
び
音
楽
研
究
者

（
山
田
耕
筰
、
兼
常
清
佐
、
牛
山
充
、
田
辺
尚
雄
）、
文
学
者
（
網
野

菊
）
な
ど
と
交
際
し
た
が
、
筆
者
は
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
と
そ
の

周
辺
に
い
た
日
本
の
文
化
人
の
人
脈
を
探
り
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ

ヴ
ァ
ー
が
彼
ら
に
ど
の
よ
う
な
刺
激
を
与
え
た
の
か
、
ま
た
逆
に
、

彼
ら
が
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
に
ど
の
よ
う
な
刺
激
を
与
え
た
の
か

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

②　

母
国
に
お
け
る
活
躍　

エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
、
積
極
的
に

チ
ェ
コ
の
新
聞
雑
誌
に
記
事
を
投
稿
し
、
ま
た
複
数
の
著
書
を
刊
行

し
た
が
、
そ
の
中
で
、
伝
統
文
化
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
近
代
文

化
も
紹
介
し
た
。
一
九
二
〇
年
代
の
チ
ェ
コ
で
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム

小
説
を
は
じ
め
、
日
本
文
化
の
様
々
な
側
面
を
紹
介
し
た
本
が
多
数

刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
女
性
の
眼
差
し
で
日
本
を
見
つ
め
た
エ
リ



― 117 ―

ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の
新
聞
記
事
や
著
書
は
そ
の
な
か
で
も
異
色
を
放

ち
、
疑
い
な
く
研
究
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
筆
者
が
本
研
究
の
出
発
点
お
よ
び
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

ご
く
簡
単
に
説
明
し
た
が
、本
稿
で
は
以
下
、エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー

の
略
歴
を
記
し
て
お
く
。

Ｂ
・
Ｍ
・
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の
略
歴

Ｂ
・
Ｍ
・
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
、
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ

ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
チ
ェ
コ
の
東
部
に
あ
る

モ
ラ
ヴ
ィ
ア
地
方
の
イ
ジ
ー
コ
ヴ
ィ
ツ
ェ
村
（Jiříkovice

）
に
、

一
八
七
四
年
一
一
月
二
日
に
生
ま
れ
た（

６
）。

エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の

生
立
ち
に
つ
い
て
は
詳
し
く
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
後
年
に
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
る
よ
う
な
明
る
い
幼
年
時
代
を
過
ご
し
て
い
な
い
の

は
確
か
で
あ
る
。
私
生
児
と
し
て
生
ま
れ
、
四
歳
の
時
に
母
を
亡
く

し
た
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
、
親
戚
と
村
の
人
た
ち
の
援
助
に
よ

り
育
て
ら
れ
た
、
と
後
に
彼
女
自
身
が
自
叙
伝
（
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ッ

ク
博
物
館
所
蔵
、
未
発
表
）
に
書
き
記
し
て
い
る
。
同
自
叙
伝
に
よ

る
と
、
親
の
い
な
い
孤
児
と
い
う
悲
し
い
運
命
を
背
負
わ
さ
れ
た
彼

女
に
と
っ
て
、
唯
一
の
慰
め
と
な
っ
た
の
は
勉
学
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
若
い
頃
か
ら
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
が
全
力
を
注
い
だ
と
い
う

勉
学
こ
そ
が
、
や
が
て
彼
女
に
自
立
へ
の
道
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

一
六
歳
の
時
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
、
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
地
方
第

一
の
都
市
ブ
ル
ノ
に
移
住
し
、
工
場
で
働
き
な
が
ら
夜
間
学
校
に
通

い
、
語
学
を
極
め
た
。
そ
の
後
、
ウ
ィ
ー
ン
滞
在
を
経
て
プ
ラ
ハ
に

移
住
し
た
が
、
こ
こ
で
も
、
工
場
の
事
務
員
を
つ
と
め
な
が
ら
勉
強

を
つ
づ
け
た
。
そ
し
て
、
英
語
の
国
家
試
験
（
試
験
日
未
詳
）
を
受

け
、
合
格
し
、
高
等
女
学
校
で
教
鞭
を
執
る
こ
と
と
な
っ
た
。
長
年

の
努
力
の
結
果
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
一
定
の
社
会
的
地
位
を

確
保
し
、
経
済
的
に
安
定
し
た
生
活
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し

た
。こ

こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
プ
ラ
ハ
の
カ
レ
ル
大
学
で
英
語
の
国
家

試
験
を
受
け
る
時
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
が
、
カ
レ
ル
大
学
の
教

授
で
あ
り
、
当
時
英
文
学
者
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ

フ
・
モ
ウ
レ
ッ
ク
（V

áclav M
ourek, 

一
八
四
六
～
一
九
一
一
）

を
知
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
モ
ウ
レ
ッ
ク
は
思
想
の
上
で
エ
リ

ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
に
強
い
刺
激
を
与
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
は
じ
め

は
彼
女
を
経
済
的
に
も
支
援
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
支
援
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
初
め
て
の
海
外
旅
行

（
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
）
に
発
つ
こ
と
が
で
き
た
。
モ
ウ
レ
ッ
ク

は
正
し
く
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の
人
生
を
変
え
た
人
物
で
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
モ
ウ
レ
ッ
ク
は
、
一
八
八
三
年
、

前
述
の
ア
ニ
ー
・
ブ
ラ
ッ
シ
ー
の
旅
行
記
を『
世
界
一
周　

サ
ン
ビ
ー

ム
号
で
の
旅 K

olem
 světa Výlet po lodi Sunbeam

u

』（Praha: 
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初来日時のエリアーショヴァー（1913年撮影、『楽しき時の日本、悲しき時の日本』所収）
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N
ákladem

 Libuše, M
atice zábavy a vědění, 1883

）
と
し
て

翻
訳
刊
行
し
て
い
る
。
海
外
旅
行
を
夢
見
る
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー

と
モ
ウ
レ
ッ
ク
と
の
会
話
に
ブ
ラ
ッ
シ
ー
の
旅
行
記
の
名
が
挙
が
っ

た
だ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
が

初
め
て
日
本
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
こ
の
本
の
刺
激
が
あ
っ
て
の

こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
彼
女
は
ブ
ラ
ッ
シ
ー
の
旅

行
記
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
日
本
旅
行
を
思
い
立
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
筆
者
の
憶
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
う
考
え
て
も
無
理
は
な

い
だ
ろ
う
。

一
九
一
二
年
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
最
大
の
不
幸
に
見
舞
わ

れ
た
。
こ
の
年
、
結
婚
の
準
備
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
結
婚
直
前

に
婚
約
者
が
突
然
病
没
し
た
、
と
自
叙
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
。
婚
約

者
の
死
が
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
に
強
烈
な
衝
撃
を
与
え
た
だ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
だ
が
、
彼
女
は
そ
こ
で
意
気
消
沈
し
悲

し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
こ
と
な
く
、旅
に
出
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

そ
し
て
、
当
時
英
語
の
教
師
を
勤
め
て
い
た
高
等
女
学
校
で
一
年
の

無
給
休
暇
を
と
り
、
憧
れ
の
日
本
に
向
か
っ
た
。

エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
出
発
当
時
、
日
本
に
頼
る
べ
き
知
己
が

ひ
と
り
も
な
か
っ
た
が
、
モ
ウ
レ
ッ
ク
は
、
東
京
大
学
で
教
鞭
を
と

り
英
語
を
教
え
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
（John Law

rence, 

一
八
五
〇
～
一
九
一
六
）
を
知
り
、
彼
に
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の

世
話
を
頼
ん
だ
。
日
本
に
到
着
し
た
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
が
数
週

間
ロ
ー
レ
ン
ツ
一
家
で
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ

う
な
繋
が
り
が
な
け
れ
ば
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の
日
本
旅
行
は

お
そ
ら
く
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

一
九
一
二
年
七
月
に
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
初
め
て
来
日
し

た
。
プ
ラ
ハ
か
ら
モ
ス
ク
ワ
ま
で
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
ヴ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス

ト
ク
ま
で
は
汽
車
を
使
い
、
ヴ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ク
か
ら
は
船
で
日
本

に
渡
っ
た
。
日
本
に
到
着
し
た
の
は
夏
で
あ
り
、
最
初
の
数
週
間
は

ロ
ー
レ
ン
ツ
一
家
の
軽
井
沢
別
荘
で
過
ご
し
て
い
る
。
し
か
し
、
エ

リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
に
は
観
光
客
と
し
て
日
本
国
内
を
自
由
に
旅
行

で
き
る
ほ
ど
の
資
金
が
な
く
、
軽
井
沢
か
ら
東
京
に
戻
っ
て
か
ら
、

早
速
仕
事
を
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
最
初
は
ロ
ー
レ
ン
ツ
の
紹

介
に
よ
り
家
庭
教
師
と
し
て
語
学
を
教
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
逓

信
官
吏
練
習
所
で
英
語
教
師
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
の

日
本
滞
在
は
一
年
程
に
及
び
、
一
九
一
三
年
七
月
に
エ
リ
ア
ー
シ
ョ

ヴ
ァ
ー
は
帰
途
に
就
き
、
ハ
ワ
イ
と
ア
メ
リ
カ
を
経
由
し
て
チ
ェ
コ

へ
帰
国
し
た
。
帰
国
後
は
日
本
で
の
生
活
を
描
い
た
記
事
を
多
数
発

表
し
、
さ
ら
に
一
九
一
五
年
に
旅
行
記
『
日
本
人
と
の
生
活
一
年
』

Rok života m
ezi Japonci

（B.M
. Eliášová, 1915

）
を
刊
行
し
注

目
を
浴
び
た
。

一
年
ほ
ど
日
本
に
滞
在
し
、
日
本
の
文
化
や
芸
術
、
日
本
人
の
生

活
の
紹
介
に
努
め
た
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
、
日
本
に
つ
い
て
高

い
見
識
を
持
つ
〈
専
門
家
〉
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
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い
え
よ
う
。
一
九
二
〇
年
、
新
興
国
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
が
日
本

で
公
使
館
を
開
く
時
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
が
公
使
館
の
ス
タ
ッ

フ
に
起
用
さ
れ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
後
年
に
刊
行
さ
れ
た

回
想
録
『
カ
レ
ル
・
ペ
ル
グ
レ
ル
の
も
と
で
』Pod K

arlem
 

Perglerem

（B.M
. Eliášová, 1929

）
か
ら
は
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ

ヴ
ァ
ー
が
公
使
館
の
書
記
官
に
任
命
さ
れ
た
当
初
、
日
本
で
の
仕
事

に
対
し
て
少
な
か
ら
ぬ
期
待
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
だ
が
、
日
本
に
到
着
し
て
か
ら
は
、
ペ
ル
グ
レ
ル
公
使

と
折
り
合
い
が
悪
く
、
仕
事
に
対
し
て
段
々
不
満
と
苛
立
ち
が
募
っ

た
。
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
公
使
館
で
の
人
間
関
係
と
仕
事
に
つ

い
て
深
く
思
い
悩
ん
で
い
た
が
、
公
使
館
の
外
で
は
、
活
発
に
日
本

の
文
化
人
と
交
流
し
、
ま
た
、
日
本
で
は
当
時
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
チ
ェ
コ
の
文
化
を
紹
介
し
た（

７
）。
一
九
二
一
年
に
ペ
ル
グ

レ
ル
公
使
が
解
任
さ
れ
、
そ
の
数
か
月
後
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー

も
プ
ラ
ハ
に
呼
び
戻
さ
れ
た
。
帰
国
し
た
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は

高
等
女
学
校
に
復
帰
す
る
こ
と
な
く
、
創
作
活
動
に
専
念
し
た
。

一
九
二
三
年
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
、
日
本
文
化
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
再
び
来
日
し
た
が
、
同
年
九
月
に
横
浜
で
関

東
大
震
災
を
経
験
し
た
。危
う
く
命
拾
い
し
た
も
の
の
、全
て
を
失
っ

た
彼
女
は
日
本
を
離
れ
る
こ
と
を
決
意
し
、
ア
メ
リ
カ
経
由
で
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
帰
国
し
た（

８
）。

帰
国
し
た
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
再
び
各
地
で
講
演
を
行
い
、

新
聞
や
雑
誌
に
記
事
を
投
稿
し
、更
に
旅
行
記
『
楽
し
き
時
の
日
本
、

悲
し
き
時
の
日
本
』 V Japonsku v dobách dobrých i zlých

（B.M
. 

Eliášová, 1925

）と
評
論
集『
日
本
の
娘
た
ち
』Dcery N

ipponu

（B
. 

K
očí, 1925

）
な
ど
の
著
書
を
出
版
し
た
。
二
つ
の
う
ち
前
者
は
、

在
日
朝
鮮
人
の
虐
殺
を
含
め
て
関
東
大
震
災
後
の
混
乱
を
外
国
人
の

観
点
か
ら
捉
え
た
点
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
後
者
の
評
論
集
は
、

芸
者
の
世
界
に
強
く
惹
か
れ
た
男
性
作
家
に
よ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
文

学
と
は
異
な
り
、
近
代
の
日
本
女
性
の
生
活
、
教
養
、
社
会
進
出
な

ど
に
着
目
し
た
点
で
注
目
に
値
す
る
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
が
最
後
に
日
本
を
訪
れ
た
の
は
一
九
二
九

年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
際
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
外
務
省
よ
り

補
助
金
を
得
て
日
本
に
渡
っ
た
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
、
日
本
だ

け
で
は
な
く
、
朝
鮮
半
島
と
満
州
を
漫
遊
し
、
帰
り
は
ソ
連
を
見
学

し
て
帰
国
し
た
。（
帰
国
後
は
旅
行
記
を
出
版
し
て
い
な
い
た
め
、

こ
の
最
後
の
日
本
滞
在
に
つ
い
て
は
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ッ
ク
博
物
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
未
発
表
の
日
記
と
書
簡
の
他
に
資
料
は
な
い
。）

そ
の
後
の
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の
活
躍
、
こ
と
に
戦
時
中
お
よ

び
戦
後
の
生
活
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ナ
ー
プ

ル
ス
テ
ッ
ク
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
こ

と
は
少
な
い
が
、
残
さ
れ
て
い
る
書
簡
か
ら
は
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ

ヴ
ァ
ー
が
、
リ
ュ
ー
マ
チ
を
患
い
な
が
ら
孤
独
な
晩
年
を
送
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
バ
ル
ボ
ラ
・
マ
ル
ケ
ー
タ
・
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
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は
一
九
五
七
年
四
月
二
七
日
に
プ
ラ
ハ
の
自
宅
で
息
を
ひ
き
と
り
、

プ
ラ
ハ
の
オ
ル
シ
ャ
ニ
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た（

９
）。

【
注
】

（
１
） エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の
生
誕
に
関
し
て
は
二
つ
の
資
料
が
あ
る
。

エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
が
生
ま
れ
た
イ
ジ
ー
コ
ヴ
ィ
ツ
ェ
村
の
教

会
の
生
没
記
録
簿
に
よ
る
と
、
彼
女
は
一
八
七
四
年
一
一
月
二
日

に
生
ま
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
存
し
て
い
る
複
数

の
旅
券
そ
の
他
の
証
明
書
に
は
一
八
八
五
年
一
一
月
二
日
生
ま
れ

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
２
） 口
頭
発
表
と
し
て
は
、
ブ
ル
ナ
・
ゲ
ブ
ハ
ル
ト
ヴ
ァ
ー
・
マ
ル
ケ
ー

タ
「Japonky Barbory M

arkéty Eliášové 
（
エ
リ
ア
ー
シ
ョ

ヴ
ァ
ー
と
日
本
の
女
性
た
ち
）」（
第
一
回
日
本
チ
ェ
コ
文
化
学
会

議
、
在
日
チ
ェ
コ
共
和
国
大
使
館
ホ
ー
ル
、
二
〇
一
六
年
六
月

一
二
日
）
な
ど
あ
る
が
、
活
字
に
な
っ
た
論
文
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
３
） ヨ
セ
フ
・
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
著
・
鈴
木
文
彦
訳
『
明
治
の
ジ
ャ
ポ

ン
ス
コ
―
ボ
ヘ
ミ
ア
教
育
総
監
の
日
本
観
察
記
』（
サ
イ
マ
ル
出

版
会
、
一
九
八
五
年
1
月
）
を
参
照
。

（
４
） 興
味
深
い
こ
と
に
、フ
ロ
ウ
ハ
の
最
初
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
小
説
『
暴

風
に
舞
う
桜
』Sakura ve vichřici

（Praha: Jos. R. V
ilím

ek, 
1906

）
は
日
本
を
舞
台
と
し
て
、
西
洋
人
の
男
性
と
日
本
人
の
女

性
の
悲
劇
的
な
恋
愛
関
係
を
描
い
た
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
小
説
で

あ
る
が
、
本
書
は
、
フ
ロ
ウ
ハ
が
日
本
を
訪
れ
る
前
に
出
版
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
フ
ロ
ウ
ハ
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
テ
ィ
（Pierre 

Loti, 

一
八
五
〇
～
一
九
二
三
）
の
名
作
『
お
菊
さ
ん
』M

adam
e 

C
hrysanthèm

e

（
チ
ェ
コ
語
訳
は
一
九
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
る
）

や
叔
父
の
コ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
の
著
書
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
こ

の
小
説
を
書
き
上
げ
た
。
当
時
の
チ
ェ
コ
で
は
、
作
家
の
実
体
験

を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
作
品
と
思
わ
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
た
。

フ
ロ
ウ
ハ
が
本
書
の
原
稿
料
を
使
っ
て
初
来
日
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
も
興
味
深
い
。

（
５
） エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
旧
蔵
の
資
料
の
ほ
と
ん
ど
は
現
在
、
整
理

さ
れ
な
い
ま
ま
、
プ
ラ
ハ
の
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ッ
ク
博
物
館

（N
áprstkovo m

uzeum

）
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
、
一

部
の
資
料
は
、
プ
ラ
ハ
の
国
立
文
学
記
念
館
（Pam

átník 
národního písem

nictví

）
と
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の
誕
生

地
イ
ジ
ー
コ
ヴ
ィ
ツ
ェ
に
ほ
ど
近
い
シ
ュ
ラ
パ
ニ
ツ
ェ
郷
土
資
料

館
（M

uzeum
 ve Šlapanicích

）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
６
） エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の
幼
年
時
代
に
つ
い
て
は
、
自
筆
の
履
歴

書
と
未
発
表
の
自
叙
伝
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
極
め
て
簡

略
で
あ
り
、
後
者
は
、
い
っ
て
み
れ
ば
文
学
的
自
叙
伝
と
し
て
書

か
れ
た
た
め
、
事
実
と
異
な
る
内
容
が
多
い
。
エ
リ
ア
ー
シ
ョ

ヴ
ァ
ー
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
は

現
在
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
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（
７
） 例
え
ば
、
一
九
二
一
年
八
月
一
二
日
、
一
三
日
に
『
読
売
新
聞
』

に
発
表
さ
れ
た
「
チ
ヱ
ツ
ク
の
婦
人
」
で
、エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー

は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
婦
人
問
題
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
る
。
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
日
本
女
子
大
学
校
桜
楓
会
の

『
家
庭
週
報
』
に
も
記
事
を
投
稿
し
た
。
例
え
ば
、「
チ
エ
ツ
ク
国

の
ソ
コ
ル
ス
」（『
家
庭
週
報
』
一
九
二
〇
年
一
一
月
一
二
日
）
は

筆
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
の
記
事

で
あ
る
。

（
８
） ア
メ
リ
カ
を
経
由
し
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
帰
ろ
う
と
し
た

が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
不
運
が
重
な
り
、
電
車
の
衝
突
、
脱
線
事

故
に
遭
っ
た
。

（
９
） 戦
時
中
、
エ
リ
ア
ー
シ
ョ
ヴ
ァ
ー
は
日
本
の
行
く
末
に
対
す
る
率

直
な
懸
念
を
表
し
た
詩
「
日
本
よ
、
何
処
へ
行
く
」Q

uo uadis, 

Vapousko?

（
未
発
表
）
を
執
筆
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
戦
時

中
に
西
洋
人
の
男
性
と
日
本
人
の
女
性
の
恋
愛
関
係
を
描
い
た
ロ

マ
ン
ス
『
ハ
ナ
コ　

日
本
の
近
代
女
性
の
物
語
』H

anako-Rom
án 

m
oderní japonské dívky

（Praha: Rebcovo nakladatelství, 
1944

）
を
刊
行
し
て
い
る
。

（
ブ
ル
ナ　

ル
カ
ー
シ
ュ
・
実
践
女
子
大
学
助
教
）


